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令和５度第１回福島県総合教育会議 議事録（概要） 

 

１ 日 時 

 

２ 場 所 

 

３ 出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 議事内容及び経過 

  

（１）開会 

 

（２）議題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年８月２４日（木）１３時３０分～１５時００分 

 

杉妻会館 ３階 「百合」 

 

知 事  内堀 雅雄 

教育委員 大村 雅惠 吉津 健三 高橋 理里子 正木 好男 成澤 勝蔵 

                          ＜五十音順に掲載＞ 

説明者 

 福島国際研究教育機構 理事（運営総括） 木村 直人 

事例発表者及び随行者 

 小高産業技術高等学校 

竹内 悠成、阿部 紅羽瀧、堀込 永翔 

教頭 佐藤 政敏、教諭 櫛田 古瀬、実習助手 渡邉 大地 

 

 

 

事務局（政策調査課長） 

 

＜  議題１ カーボンニュートラルの実現に向けて＞              

【知事】 

議題１、「カーボンニュートラルの実現に向けて」について、環境共生課及び

高校教育課からそれぞれ説明をお願いする。 

次に、小高産業技術高校の生徒の皆さんから、カーボンニュートラルに関す

る取組事例について発表していただく。 

 

－ 環境共生課長から資料１に基づき説明 －  

－ 高校教育課長から資料２に基づき説明 －  

－ 小高産業技術高校から資料３について発表 － 

 以上の説明及び発表の後、以下のとおり意見交換 

 

【知事】 

竹内さん、阿部さん、堀込さん、ありがとう。 

堂々としたすばらしい発表だった。皆さんの学びは非常に実践的なもので社

会と直接結び付く学びをしていると感銘を受けた。皆さんが製作したモーター

を実際に持ったところ、大変重かった。グローブを付けながら丁寧に作業をす
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るのは大変なことかと思う。また、電子基板を見るとその精巧さ、ミスがあっ

てはいけないことがよく分かる。これまで失敗もあったのではないかと思うが、

うまくいかなかったこと、悔しかったことなど、具体的な例があったら教えて

ほしい。 

 

【竹内さん】 

燃料電池車を製作する過程において、溶接で金属を接合する際、薄すぎると

耐久性などに問題が出るため、何度もやり直すことがあった。 

 

【知事】 

ありがとう。 

金属の溶接は、元々違うものを接合するものであり、無理がある技術。とこ

ろが溶接によって、車、新幹線、飛行機、ロケット等は動いている。 

溶接を失敗すると、特に耐久性の問題でひずみが出てしまう。それを高校生

の段階で実感している。実践的な学びだと思う。 

それでは、意見交換に移りたい。 

 

【高橋委員】 

とても高校生の発表とは思えない内容で、発表の仕方、プレゼンテーション

の仕方に非常に感銘を受けた。 

この体験や学習を通して再生可能エネルギーと、ＥＶに対する興味・関心が

高まったということだが、魅力はどこにあるか。 

 

【堀込さん】 

再生可能エネルギーの活用は、普通自動車と比べて排気ガスなどが出ないこ

とから、今後生活していく中で地球がクリーンになる。こうした部分が魅力的

で、それを高校生の段階で学べたことが非常にいい体験だと思った。 

 

【阿部さん】 

私はＥＶ製作において、プログラムを担当している。プログラムにより電流

や電力を制御することで消費電力が抑えられ、そうしたことによって、再生可

能エネルギーにつながると思う。 

 

【竹内さん】 

燃料電池車の主なエネルギーとして水素が使われている。水素は水があると

ころであればどこでも生成できる。その点で地球にも優しいというところに魅

力を感じた。 
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【高橋委員】 

福島の将来、日本の将来は明るいと思った。ありがとう。 

 

【正木委員】 

小高産業技術高等学校の皆さんありがとう。大変立派な発表だった。 

カーボンニュートラルとキャリア教育という観点で意見を述べる。 

２０５０年ということになると、今の小学１年生が３５歳になる。脱炭素社

会の中で、学び、そして社会人として成長していく。こういう過程に一人一人

が身を置く、それがカーボンニュートラルの世界。これは、我が国にとっては

一丁目一番地の政策であり、実現に向けて世界中でこの問題について取り組ん

でいる。 

我が国としてもＣＯ２を減らしていく過程を経済成長の機会として捉えて、世

の中全体を変革するグリーントランスフォーメーションは、実はカーボンニュ

ートラルを実現していこうということで多くの予算を費やしている。例えば福

島県の一つの事象として、モーダルシフト、２０２４年の問題にも関連するが、

トラック輸送から鉄道、あるいは船舶にシフトしていくことで、ＣＯ２の排出削

減を目指す、あるいは今日説明をしていただいたＥＶ、あるいはＦＣ、水素燃

料電池車に対する支援等々。福島県は特に、福島新エネ社会構想を計画してお

り、再生可能エネルギーの更なる活用、それから究極のクリーンエネルギーで

ある水素の利活用は当然のことながら進めていかなければならない。 

それから、浜通りには大きな火力発電所が二つあり、カーボンニュートラル

と相反する石炭を活用しているが、これも我々が生活していく上では重要な部

分である。「カーボンニュートラルと違うのではないか」という意見も当然出て

くるわけだが、アンモニアを混焼してＣＯ２を削減する方法など、実は今、盛ん

に研究されている。 

キャリア教育の中で「地球温暖化＝カーボンニュートラルの実現」を掲げる

ためには、やはり学校教育の中で、小学生、中学生、高校生、階層別に同じよ

うな教育はできないと思うので、階層にあったキャリア教育を是非進めていく

べきだと思う。今の生徒、これから学校に入学しようとしている子どもたちが

カーボンニュートラルを完成させていく重要な人材であるため、非常に大きな

テーマではあるが、教育委員会、それから環境共生課を中心に進めていただき

たい。 

 

【大村委員】 

素敵なプレゼンをありがとう。 

カーボンニュートラルに向けて、企業も自治体も取り組まなければいけない。

各家庭でも脱炭素アクションをしなければならない、起こさなくてはならない

という中で、教育現場では、何をどう取り組んでいくのかというのが大きな課
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題だと思っていた。 

今日、小高産業技術高校の取組について、説明いただけたのは大変ありがた

かった。その中で「意識付けることがすごく重要だ」ということ、「これについ

て興味・関心を持ちました」というお話があり、それらをどんどん自分なりに

クリアしていっていただければ福島は明るいと思う。 

実際に皆さんは高校に入学して取り組まれているが、小中学生の頃、再生エ

ネルギーなどについて考えた場面はあったか、どのような機会を得られればよ

いと思うか。発表では、企業との連携、地域との連携、学科内の連携など、今

後については非常に目安になる部分をお聞きできたが、小中学生の頃に「こう

いう体験をしていたらいいのではないか」そういうお話があれば伺いたい。 

 

【堀込さん】 

小学生は行動して、実際に走ってみて、楽しんで覚えた方が分かりやすいと

思う。高校の体験入学で、中学３年生に電気自動車の試乗体験などを行ってい

るが、そういう試乗体験などは小学生向けに行い、中学生にはもう少し専門的

な部分で、企業との連携を踏まえて、本物の電気自動車を見てもらうなどの取

組をすれば、小学生や中学生に興味、関心を持ってもらえるのではないか。 

 

【大村委員】 

ありがとう。 

 

【成澤委員】 

資料１を見ると、２１００年期には平均気温が４．４度上昇とある。平均で

４．４度なので、フェーン現象などが起きたら実際に何度ぐらい上がるのか、

今から本当に怖い。幼稚園・保育園から大学生まで何らかのカーボンニュート

ラルに対しての取組をされているということは、身近な社会問題に気付く上で、

大変良い機会になっているのではないかと感じた。 

小高産業技術高等学校の皆さん、発表ありがとう。資料３を見ると、企業、

行政機関、研究機関など様々なところと連携している。この地域共創コンソー

シアムというシステムは本当にすばらしいと思う。マイスターハイスクールＣ

ＥＯという方がいろいろな連携を中心になってされているという理解でよいだ

ろうか。こういう方がいるというのは本当にありがたいことなのだと感じた。 

生徒の皆さんにお聞きするが、電気自動車は使用してもＣＯ２を排出しない

し、良い自動車だと思う。私は電気自動車に乗ったことはないが、例えば電気

自動車を作るためには、バッテリーやモーターなど、普通の車以外に必要な部

分があると思う。そういうものについて、例えば現地で材料を採取してから廃

棄するまでのことを考えた場合に、こういう技術は本当にカーボンニュートラ

ルに有効なのか。もし学習していたら伺いたい。 
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【堀込さん】 

まだ電気自動車は全然普及しておらず、街でも数台見るか見ないか。今後部

品などは高くなるので、電気自動車は本当に必要なのかという疑問はあると思

う。 

しかし、普通自動車から排出されるＣＯ２は地球温暖化などにもつながってい

く。部品は多少高くても電気自動車は、環境にも優しく、大きく見れば電気代

などがガソリンなどよりコスト的には安くなると私は信じている。 

 

【成澤委員】 

ありがとう。 

おそらく電気自動車に関しても様々な課題を抱えていると思う。社会人にな

って学ぶ機会があれば、そういうことにも取り組んで、新たな技術を発見して

いただきたい。 

 

【吉津委員】 

竹内さん、阿部さん、堀込さん、発表ありがとう。先生方もお疲れ様。 

正直に言うと、関心や知識が薄い分野で、高校生の皆さんの方が問題意識、

関心を持って研究に取り組まれていると思う。 

私のような、ガソリンの値上げには敏感でも国家予算の話になると他人事の

ような生活をしている人間にとって、「２１００年期に４．４度上昇」と言われ

ても、分かったような、分からないような印象。明日、会津若松市の最高気温

が４２度になると言われれば大変なことだと肌感覚で分かる。そういった意味

で、喫緊の課題ということを私のような人間にまず広く周知していただく。今

日のために予習し、皆さんの発表を聞いただけで、一刻の猶予もないくらいの

話だと感じた。 

「災い転じて福となす」ではないが、３５度超えが何十日も続いている、線

状降水帯が全国各地で発生しているこのとき、また、ハワイの大規模火災も温

暖化と関係があるかもしれないという話がある中で、この時代背景をうまく利

用して、１００年後の問題ではなく、今すぐ動かなければいけないことを周知

していただきたいというのが一つ。 

ただ周知の中で思うのだが、結局、脱炭素とカーボンニュートラルには旧来

のものよりもお金がかかるということが否めない。技術革新が進めば低廉化し

ていくと思うが、技術革新を待っていられない。今日、エレベーターホールに

行ったら人感センサーで電気が点いたと思う。人がいないときまで明るく照ら

す必要はないことから若干の費用を上増しして環境に優しい取組をなさってい

る。脱炭素、カーボンニュートラルには、「頑張ろう」だけではなく、一定の費

用がこれまでよりもかかる場面もあることを十分に理解していただく。費用が

発生するが大切なものを守るためという観点で喫緊の課題性を伝えていかなけ
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ればいけないと考えている。 

さて、学校教育に話を戻すと、今日おいでいただいた皆さんのように学校現

場で取り組まれているというのは本当にすばらしいことで、高校教育課長から

説明があった南会津高校もすごいことをやっているとしみじみ感じた。これか

らの学習プロセスの中で、温暖化防止やカーボンニュートラルといったことを

抽象論だけではなく、具体的に皆さんのように実践されることを強く祈るとと

もに、教育委員会としても取り組まなければいけないという思いを改めさせて

いただいた。皆さんには本当にフロントランナーとして、今後も頑張っていた

だきたい。 

今回、この議題について予習して分かったことは、産業界や経済界はカーボ

ンニュートラルにシフトしていること。総合教育会議の議題を聞いてから日本

経済新聞を読むと、毎日のようにカーボンニュートラルに関する話題が載って

いる。それぐらい経済・産業界はカーボンニュートラルのことで動いていると

いうこともよく分かった。 

 

【知事】 

今日は高校生の皆さんに来ていただいているが、小学校、中学校でも、こう

いったカーボンニュートラル、あるいはＳＤＧｓ、エシカル消費に、熱心に取

り組んでもらっている。実は生徒の皆さんが頑張っていると、それを見た親御

さんたちが「子どもがやっているのに自分がやらないわけにいかないな」と襟

を正して、家庭が変わっていく。生徒の皆さんが変えることで、家庭が変わり、

地域が変わり、そして社会が変わる。２０年、３０年スパンで考えると、主役

は我々現役世代ではなく、今日一生懸命発表してくれた三人。そういう意味で、

高校生の年代で、それぞれの得意分野に魅力を感じて一生懸命頑張る姿は、こ

れからの自分自身の未来にきっとつながると思う。改めて大きな拍手をお願い

する。 

相双ＥＶレースの開催を楽しみにしている。頑張ってください。 

 

＜  議題２ 福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）の設立を踏まえた 

福島イノベーション・コースト構想を担う人材育成について＞           

【知事】 

それでは議題２、福島国際研究教育機構、Ｆ－ＲＥＩの設立を踏まえた福島

イノベーション・コースト構想を担う人材育成について福島イノベーション・

コースト構想推進課から説明をお願いする。 

 

－ 福島イノベーション・コースト構想推進課長から資料４に基づき説明 －  
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【知事】 

続いて、今日はＦ－ＲＥＩから木村理事に来ていただいた。４月にスタート

し、正に今、Ｆ－ＲＥＩの本格的な運営に向けて尽力していただいている。心

から感謝を申し上げる。 

また、各市町村を回りながら、非常に長い時間をかけて、Ｆ－ＲＥＩの在り

方、そして今後自治体とどう連携していくかという地域課題についても、理事

長を始め、一生懸命対応していただいていることに敬意を表する。 

それでは木村理事から説明していただく。 

 

－ 福島国際研究教育機構理事（運営総括）から資料５に基づき説明 － 

 

【知事】 

続いて、教育総務課長から説明をお願いする。 

 

－ 教育総務課長から資料６に基づき説明 － 

以上の説明及後、以下のとおり意見交換 

 

【吉津委員】 

木村理事から、ともするとＦ－ＲＥＩは研究開発機関だと思われがちだが、

人材育成も同じく重要だという説明があり、私もＦ－ＲＥＩについては新聞レ

ベル、ニュースレベルで知っている程度だったことから、取組内容についてよ

く分かった。 

イノベーション・コースト構想については、以前の総合教育会議でも議論し

たが、そのとき私は、何となく浜通りに特化している雰囲気があるため、中通

りや会津地区、県を挙げてやっていくような拡大する方向でやっていくのが良

いのではないかという意見を申し上げた記憶がある。今回、浜通りの高校のみ

ならず実業高校については県内全域を対象にしているとか、中通り・会津地域

の企業と連携しているということであり、当時からやっていたものを私が知ら

なかっただけかもしれないが、正に全県を挙げてのイノベーション・コースト

構想なんだと、今回拡大化しているようなイメージがあって良いと思って聞か

せていただいた。 

Ｆ－ＲＥＩについても、福島大学、会津大学、相馬高校、会津学鳳中学・高

校と幅広く、全県下に行っているというのはすばらしいことだと思っている。

その中で一点。資料５の６ページ。執行役や理事長がいろいろなところでセミ

ナーを行っている中で、女性の講師は会津高校で行った一人だけになっている。 

私は、人材育成の中で「リケジョ」を福島県で増やすこと、理系の女性を増

やすためにはどうすればいいかということを考えなければならないと思ってい

る。ちなみに、学校という組織の一番上に立つ人が男性という状況を女の子が
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どのように見ているかが気になり、教育委員会において常に、女性の管理職を

増やしてほしい、女性の管理職を増やすにはどうしたらいいのかという発想に

立ってほしいと申し上げている。今回も「リケジョ」を増やすという観点から

すると、女性の講師を派遣していただいて理系の女の子を増やす、そして女の

子にも興味を持っていただく。勝手なアンコンシャスバイアスかもしれないが、

女性は数学が苦手といった間違った発想が相当程度根強く残っている節があ

る。そういったことを払拭して、この機会にＦ－ＲＥＩの中で女性の技術者を

増やしていく。共同参画があらゆる社会の分野で必要になっていることから、

男性の研究者や人材だけではなく、この機会を捉えて「リケジョ」を増やすこ

とに是非取り組んでいただきたいと思う。 

昨日の甲子園の決勝戦では坊主頭ではない高校生が甲子園のトップになると

いう多様性の社会における一つのエポックメイキングな出来事があった。「リケ

ジョ」を増やすということ、是非、頭の端の方に入れて取り組んでいただけれ

ばうれしい。 

 

【成澤委員】 

先ほどのカーボンニュートラルの件もそうだが、学生の時から企業と連携し

ていろいろ学べるというのはうらやましい。私ももう一度高校生をやり直した

いと思うぐらい。 

高校生に話を聞くと、将来何をしたいかまだ全然見つからないという学生さ

んが多いという話を聞く。また保護者でも学校で勉強していることが将来何に

役立つか分からないというようなことを思っている方が結構いると聞いてい

る。いろいろ企業と学んでいくことによって、自分のやりたいことも見つかる

だろうし、今自分が学んでいるのは本当に基礎の基礎なんだということを感じ

てもらう良いきっかけにもなると思っている。 

資料にあるＦ－ＲＥＩの人材育成の取組でいろいろイメージされている取組

がなされるといいと思っている。新たな産業基盤ということで、小中学生が対

象になるかと思うが、アイディアコンクールをしてみると意外な発想が出てき

て将来何かにつながるのではないかと思う。 

 

【大村委員】 

資料５、３ページにあるＦ－ＲＥＩの人材育成「（２）地域の未来を担う若者

世代を対象とした人材育成」において、小中高生を対象に多種多様な機会を作

っていくとあり、実際にサマースクールや体験学習を企画されて、さらにトッ

プセミナーを開催している中、イノベーション・コースト構想においては六つ

の重点分野に医療関連という項目が挙がっている。そして、Ｆ－ＲＥＩの方で

も医療についてのお話があったと思う。 

先日、福島医療機械開発支援センターの方のお話を聞く機会があり、福島県
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の医療産業の規模は非常に大きくなっており、全国で現状３番目に位置し、こ

れから先、伸びが非常に期待できる産業の中でやはり人材育成が重要というこ

とを伺った。福島医療機械開発支援センター、Ｆ－ＲＥＩ、イノベ構想がある

中で、小学校・中学校・高校において、共通の人材育成というテーマをどのよ

うに計画し、連携して取り組もうとしているのかが分からなかった。医療関連

だけをとっても、いろいろな機構がある中で、先生方にこういう機会を与える

ためには、最初の段階ではここで学習や体験をする、その次はここに行ってこ

ういう内容を勉強するというような医療に興味を持つ人が育つ流れ、ルートが

ある程度見えていてもいいのではないか。それぞれの機構が独自に取り組むだ

けではなく、是非、今後連携したり、小学生向けのプログラム、中高生向けの

プログラムなどの情報を開示して、各学校等でも積極的に取り入れやすいよう

な仕組みづくりをしてもいいのではないかと最近感じた。検討いただけるとあ

りがたい。 

 

【正木委員】 

私が商工会議所の役員のときに、日本原子力開発機構のいわき市への誘致活

動を行った。センターが楢葉町にでき、そのとき私がたまたま福島高専協力会

の会長をやっていたため、原子力災害があったからこそ、マイナスをプラスに

変えようということで、ロボコンをやりましょうと立ち上げて今日にもつなが

っている。 

今回、Ｆ－ＲＥＩができたことは、地域としても県全体としても非常に歓迎

すべきことであり、イノベーション・コースト構想と連携して、ロードマップ

にあるように、令和１１年度に相当多くの研究開発者が集うことが実現すれば

非常にありがたいと個人的に思っている。 

福島県内にはいろいろな悩みをもった、あるいはこういうふうにしていただ

きたいというニーズがいろいろな分野にある。特に大村委員からも話があった

医療の問題、あるいは自然災害、人手不足にもロボットの利用であったり、あ

るいはスマート農業であったり、やれることはたくさんあろうかと思う。まだ

緒に就いたばかりであることから、今後、地方自治体、関係機関、学校等々と

打合せを行い、ニーズを汲み取り、その中で優先順位を決め、成果を上げてい

っていただければ、福島県にとっては非常にありがたい。そのような研究施設

ができたということを私個人として非常に喜んでいる。いろいろな意味で存在

価値を示していただきたい。 

 

 

【高橋委員】 

私は組織開発と人材育成のコンサルティングを行っており、今日、正に人材

育成の重要な部分をお話しいただき、福島すごいなと感心しきりで伺っていた。
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小中学生の段階から高度人材のところまでしっかりとフェーズをつくり、今後、

動いていただけるというのは本当に心強い。 

先ほど吉津委員から「リケジョ」を増やせという話があったが、女性管理職

とか、リケジョとか、「女性」という言葉の冠を使わない時代に早くなってほし

い。得意・不得意は女性も男性も関係ないが、どうしても我々大人世代が「女

性」というところを意識しすぎて、いろいろ仕掛けをつくってしまうと、まっ

さらな子どもたちが、「女の子はあんまりそういうの好きじゃないんだ」と思い

込んでしまうということも実はある。また、男の子が得意と思われていること

が得意ではない男の子は、「自分駄目なのかな」と自己肯定感が下がってしまう

ということもある。そういう境目のいわゆるダイバーシティ＆インクルージョ

ンという視点からの人材育成・教育というところを強く発信していただけると

うれしいと思っている。 

もう一点。組織開発をしている立場から言うと、人材育成というのは正に最

新のアプリと言える。Ｆ－ＲＥＩのようにネクストチェンジャーを育てていこ

うというところが非常に重要で、アプリの中でも最先端アプリということにな

る。ただそうすると、インストールするＯＳのバージョンの問題が出てくる。

いわゆる受け皿、組織という表現になるが、ここが同時にアップデートされな

いと最新のアプリをインストールすることができない。無理やりインストール

すると絶対にバグが起きる、もしくは動作しない。いわゆるこれが離職になっ

てしまうので、人材育成と同時に高度人材を使いこなすための受け皿にどのよ

うなアップデートが必要か、また自社、自組織が今後ますます発展するために

は、何が必要かということも同時進行で発信していけるような、専門が人材育

成ではあると思うが、是非企業サイドにその辺りを考えていただけるような発

信を考えていただければ大変心強いと思う。 

 

【知事】 

今、各委員からそれぞれ御意見いただいた。 

木村理事から、Ｆ－ＲＥＩの理事、あるいは文部科学省での御経験も含めて、

何か感想を頂ければありがたい。 

 

【福島国際研究教育機構 木村理事】 

女性研究者問題は、私もずっと取り組んできた部分になるが、なかなか一筋

縄では解決しない。既に出来上がってしまったヒエラルキーの中に１人や２人

女性を入れたところで何も変わらないというのが大学を中心とした研究機関で

あり、女性研究者問題が解決しない一つの原因ではある。 

一方、Ｆ－ＲＥＩはこれからという本当にまっさらな組織。これから研究者

をリクルートして、研究チームをつくっていく。そういう中で最初から女性、

あるいは外国人研究者も含めて、ダイバーシティというものをどれだけ確保で



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）閉会 

きるか、多様性の確保という観点を重要視しながら、リクルートをしていかな

ければいけない。最初に間違えてしまうと旧来型の組織が出来上がってしまう

ことになりかねないため、我々もどうすれば女性研究者を採用できるか、逆に

我々が採用したいと思っても女性研究職のマスがなければ叶わないということ

もある。お互い連携しながら、実際の教育現場でも女性に研究者になってもら

えるようなバックグラウンド、興味を持ってもらえるような取組を進めていた

だく。Ｆ－ＲＥＩも人材育成の取組の中で、小中学生の段階からいろいろなこ

とを応援していく、そのようなことをしていければと思っている。 

 

【知事】 

木村理事、忙しい中で参加いただき、分かりやすい説明、またリケジョの思

いを我々と共有していただいたことをうれしく思う。 

 

＜  報告事項１ 県立高等学校改革計画の進捗状況と統合校の魅力化について＞           

 

【知事】 

報告事項について、まず、県立高校改革室長から報告事項１について説明を

お願いする。 

 

－ 県立高校改革室長から資料７について説明 － 

 

＜  報告事項２ 休日の部活動の地域移行の進捗状況と今後の方向性について＞           

【知事】 

続いて、教育総務課長から説明をお願いする。 

 

－ 教育総務課長から資料８について説明 － 

 

【知事】 

本日の総合教育会議の議事を一通り終えることができた。小高産業技術高校

の生徒さん、そしてＦ－ＲＥＩの理事に参加していただいて、教育から社会と

の関わり、また未来へのつながりも含めて非常に幅広い議論をすることができ

た。教育委員の皆さんに心から感謝を申し上げる。本当にありがとう。 

 

事務局（政策調査課長） 

  


